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審
議
し
た
主
な
議
案

賛
成
討
論
（
要
旨
）

高
木
真
人
（
自
由
民
主
）

　

今
回
の
予
算
に
は
高
齢
者
農
園

開
設
費
、
緑
小
学
校
の
情
報
モ
ラ

ル
向
上
校
費
、
中
学
生
海
外
派
遣

事
業
費
、
そ
し
て
、
安
心
・
安
全

な
学
校
を
目
指
し
、
２
学
期
よ
り

始
ま
る
小
学
校
巡
回
警
備
員
制
度

費
で
す
。
専
門
の
警
備
員
に
よ
る

毎
日
の
巡
回
は
多
摩
地
区
随
一
で

す
。
高
い
評
価
が
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
よ
っ
て
本
予
算
に
賛
成
し

ま
す
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

漢
人
明
子
（
み
ど
り
の
風
）

　

会
派
を
代
表
し
て
討
論
す
る
。

①
個
人
情
報
漏
洩
が
続
発
し
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
過
信
の
巨
大
情
報

一
元
管
理
で
あ
る
住
基
ネ
ッ
ト
の

危
険
は
増
大
。
住
基
カ
ー
ド
発
行

と
手
数
料
計
上
に
反
対
す
る
。

②
防
弾
チ
ョ
ッ
キ
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト

装
備
の
小
学
校
巡
回
警
備
に
反
対

す
る
。
安
易
な
警
備
強
化
は
過
剰

な
監
視
型
管
理
を
助
長
す
る
。
池

田
小
の
よ
う
な
不
審
者
に
よ
る
事

件
は
氷
山
の
一
角
。
防
犯
に
限
定

せ
ず
、
増
加
す
る
学
校
災
害
全
体

を
視
野
に
安
全
指
針
、
安
全
職
員

配
置
な
ど
総
合
的
検
討
を
求
め
る
。

　

展
示
場
を
閉
館
す
る
こ
と
に
伴

い
、
本
条
例
を
廃
止
す
る
た
め
、

市
長
か
ら
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
展
示
場
は
、
民
間
施
設

を
借
り
上
げ
て
昭
和　

年　

月
に

６３

１１

開
館
し
ま
し
た
が
、
東
小
金
井
駅

地
区
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
会
議
室
、

和
室
な
ど
を
備
え
た
新
た
な
多
目

的
に
使
用
で
き
る
施
設
（
東
小
金

井
駅
開
設
記
念
会
館
）
が
、　

月
１０

の
開
館
に
向
け
建
設
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

本
条
例
は
、
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
２
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

伊
東
浄
堯
氏
を
教
育
委
員
会
委
員

と
し
て
任
命
（
再
任
）
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

展
示
場
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予

１７

算
は
、
６
月
２
日
の
本
会
議
で
予

算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
、　

日
１６

及
び　

日
の
委
員
会
で
審
査
し
ま

１７

し
た
。

　

主
な
内
容
と
し
て
は
、
今
年
の

　

月
１
日
に
開
館
を
予
定
し
て
い

１０る
（
仮
称
）
東
小
金
井
駅
開
設
記

念
会
館
の
維
持
管
理
に
要
す
る
経

費
や
小
学
校
に
配
置
す
る
警
備
員

の
委
託
料
、
中
学
生
海
外
派
遣
委

託
料
に
関
す
る
も
の
で
す
。

　
（
仮
称
）東
小
金
井
駅
開
設
記
念

会
館
の
管
理
運
営
関
係
予
算
は
、

市
民
会
館
（
萌
え
木
ホ
ー
ル
）
と

同
様
に
有
料
施
設
と
す
る
た
め
、

開
館
後
の　

月
か
ら
来
年
３
月
ま

１０

で
の
６
か
月
分
の
使
用
料
を
歳
入

と
し
て
計
上
し
、
施
設
の
維
持
管

理
費
を
、
市
内
や
他
市
の
同
規
模

の
施
設
の
状
況
を
参
考
と
し
て
、

歳
入
と
同
様
に
６
か
月
分
の
歳
出

を
計
上
し
た
と
の
説
明
が
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
小
学
校
に
配
置
す
る
警

備
員
の
委
託
料
は
、
不
審
者
等
に

よ
る
事
件
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

制
服
を
着
用
し
た
専
門
の
警
備
員

を
配
置
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

校
内
と
学
校
周
辺
を
巡
回
し
て
、

犯
罪
予
防
の
抑
止
力
を
高
め
る
と

と
も
に
危
機
管
理
体
制
を
確
立
し

て
、
児
童
の
安
全
を
さ
ら
に
高
め

る
と
の
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
中
学
生
の
海
外
派
遣
事

業
に
つ
い
て
は
、
平
成
４
年
か
ら

交
流
を
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
ボ
ッ
セ
ル
市
側
の
受
入
れ
が
困

難
と
な
っ
た
た
め
、
新
た
な
都
市

地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る

建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

武
蔵
小
金
井
駅
南
口
地
区
地
区

計
画
が
平
成　

年
９
月　

日
に
都

１４

２７

市
計
画
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

整
備
計
画
ど
お
り
に
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
上
で
、
都
市
計
画

法
と
建
築
基
準
法
と
の
整
合
性
を

図
る
た
め
の
改
正
で
す
。

　

本
条
例
は
、
こ
れ
ま
で
に　

回
１１

提
案
さ
れ
、
す
べ
て
否
決
し
て
い

ま
し
た
が
、
６
月　

日
の
本
会
議

２１

で
は
、
採
決
の
結
果
、
起
立
多
数

に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

反
対
す
る
第
一
の
理
由
は
、
東

小
金
井
駅
開
設
記
念
会
館
に
利
用

料
金
制
を
設
け
、「
行
革
大
綱
」
路

線
に
従
っ
て
「
受
益
者
負
担
」
を

全
面
に
押
し
出
し
て
い
る
こ
と
。

第
二
に
、
国
民
の
中
に
住
基
ネ
ッ

ト
へ
の
不
安
が
渦
巻
い
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
早
々
と
住
基
ネ

ッ
ト
に
接
続
し
、
カ
ー
ド
発
行
手

数
料
を
取
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
。

市
民
の
個
人
情
報
を
守
る
、
利
用

者
負
担
は
避
け
る
と
い
う
、
市
民

へ
の
あ
た
た
か
い
視
点
が
見
え
て

こ
な
い
今
回
の
補
正
予
算
に
は
賛

成
で
き
な
い
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

紀　

由
紀
子
（
公
明
党
）

　

ま
ず
第
１
に
、
市
民
待
望
の
東

小
金
井
駅
開
設
記
念
会
館
の
維
持

管
理
費
が
予
算
化
さ
れ
た
こ
と
。

第
２
に
学
校
の
安
全
対
策
と
し
て
、

専
門
の
ガ
ー
ド
マ
ン
を
巡
回
さ
せ

る
事
業
が
、
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
。

第
３
に
情
報
モ
ラ
ル
教
育
実
践
モ

デ
ル
校
に
緑
小
学
校
が
指
定
さ
れ
、

事
業
が
予
算
化
さ
れ
た
こ
と
。
第

４
に
中
町
高
齢
者
農
園
は
、
障
害

者
と
高
齢
者
に
配
慮
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
。
以
上
の
点
か
ら
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
の
予
算

と
な
っ
て
お
り
、
賛
成
致
し
ま
す
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

渡
辺
大
三
（
み
ど
り
の
風
）

　

み
ど
り
の
風
を
代
表
し
て
反
対

討
論
す
る
。
理
由
の
第
一
は
、
公

会
堂
は
地
方
自
治
法
上
の
「
特
に

重
要
な
公
の
施
設
」
と
考
え
る
の

で
、
廃
止
に
は
３
分
の
２
以
上
の

議
員
の
賛
成
が
必
要
。
第
二
は
、

廃
止
時
期
を
市
長
に
白
紙
委
任
す

る
条
例
内
容
は
、
権
威
あ
る
解
説

書
に
よ
れ
ば
不
適
切
。
第
三
は
、

公
会
堂
の
空
調
設
備
は
、
ま
だ
使

え
る
状
況
。
第
四
は
、
南
口
再
開

発
は
、
少
な
か
ら
ぬ
地
権
者
の
反

発
に
よ
っ
て
、
い
ま
だ
権
利
変
換

計
画
認
可
申
請
に
至
ら
ず
、
着
工

の
め
ど
も
つ
い
て
い
な
い
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

　

武
蔵
小
金
井
駅
南
口
再
開
発
は

現
在
強
固
な
反
対
地
権
者
が
ビ
ル

を
建
て
る
な
ど
、
計
画
通
り
に
進

ま
な
い
こ
と
も
想
定
さ
れ
、
そ
の

場
合
で
も
最
大
限
公
会
堂
は
市
民

が
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
。

公
会
堂
の
廃
止
の
日
付
が
確
定
し

て
か
ら
こ
の
条
例
は
出
す
べ
き
。

　

ま
た
、
地
方
自
治
法
第　

条
の

２４４

２
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
「
特

に
重
要
な
施
設
」
の
廃
止
に
関
す

る
条
例
を
定
め
て
か
ら
こ
の
条
例

の
議
決
を
す
べ
き
。
再
開
発
は
抜

本
的
に
見
直
し
、
公
会
堂
は
現
在

地
で
建
て
替
え
る
べ
き
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

露
口
哲
治
（
自
由
民
主
）

　

住
民
基
本
台
帳
の
ネ
ッ
ト
化
は

電
子
政
府
、
電
子
自
治
体
構
想
の

基
礎
で
あ
り
、
稼
働
以
来
不
正
ア

ク
セ
ス
や
情
報
漏
洩
の
問
題
は
起

き
て
い
な
い
。
本
市
で
は
市
民
の

個
人
情
報
を
守
る
こ
と
を
大
切
に

不
安
要
素
が
あ
れ
ば
国
に
対
し
て

厳
し
い
対
応
を
す
る
こ
と
が
市
の

責
務
と
い
う
考
え
で
接
続
の
立
場

を
と
っ
て
き
た
。
し
か
し
接
続
以

来
住
基
カ
ー
ド
を
無
料
で
発
行
し

て
き
た
こ
と
は
、
手
数
料
に
関
す

る
地
方
自
治
法
を
尊
重
せ
ず
、
さ

ら
に
本
市
財
政
の
好
転
に
逆
行
し

た
議
会
判
断
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
の
第
２
次
稼
働
に
伴
い
、

受
益
者
負
担
の
適
正
化
の
た
め
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
手
数

料
を
定
め
る
条
例
が
、
市
長
か
ら

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
９
月
１
日
か
ら

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
手

数
料
を
１
枚
に
つ
き　

円
と
す
る

５００

も
の
で
、
今
定
例
会
で
は
総
務
企

画
委
員
会
及
び
本
会
議
に
お
い
て

採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
も
起
立
多

数
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　

公
会
堂
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

は
、
６
月
２
日
の
本
会
議
で
総
務

企
画
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、　

日
１５

の
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。

　

公
会
堂
は
、
昭
和　

年　

月
の

３８

１０

開
館
以
来
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
に
文
化
・
教
養
及
び
福
祉
の
向

上
な
ど
の
場
と
し
て
、
使
用
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
現
在
、
開
館
か
ら

　

年
以
上
が
経
過
し
、
本
体
・
設

４０備
と
も
に
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。

　

一
方
、
新
た
な
文
化
施
設
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年　

月

１３

１１

に
策
定
さ
れ
た
長
期
総
合
計
画
の

中
で
、
武
蔵
小
金
井
駅
南
口
地
区

再
開
発
に
あ
わ
せ
て
、
文
化
活
動

や
交
流
の
拠
点
と
な
る
（
仮
称
）

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る

こ
と
が
市
の
方
針
と
し
て
決
定
し

て
お
り
、
現
在
、
建
設
に
向
け
て

の
具
体
的
な
協
議
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
（
仮
称
）市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の

建
設
を
予
定
し
て
い
る
武
蔵
小
金

井
駅
南
口
第
１
地
区
第
一
種
市
街

地
再
開
発
事
業
の
事
業
計
画
に
つ

い
て
は
、
平
成　

年
１
月　

日
に
、

１７

１２

国
土
交
通
大
臣
か
ら
の
認
可
決
定

が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
具
体
的
な
閉
館
日
に
つ

い
て
は
、
再
開
発
事
業
の
今
後
の

進
捗
状
況
に
よ
り
閉
館
す
る
日
程

を
調
整
し
て
、
可
能
な
限
り
市
民

の
利
用
の
確
保
を
図
っ
て
い
く
た

め
に
、
別
に
規
則
で
定
め
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
公
会
堂
に
は
、
大
ホ
ー

ル
の
ほ
か
に
和
室
を
含
む
四
つ
の

会
議
室
が
あ
り
、
閉
館
後
の
会
議

室
の
代
替
施
設
に
つ
い
て
は
、
会

議
室
を
利
用
す
る
市
民
に
で
き
る

だ
け
不
便
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、

代
替
施
設
の
確
保
に
向
け
武
蔵
小

金
井
南
口
再
開
発
事
業
の
施
行
者

で
あ
る
都
市
再
生
機
構
と
調
整
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

日
の
本
会
議
で
は
、
採
決
の

２１
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て

老朽化が進む公会堂

公

会

堂

条

例

を

廃

止

す

る

条

例

平
成　

年
度

１７一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
回
）

に
中
学
生
を
派
遣
す
る
た
め
増
額

し
た
と
の
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

日
の
本
会
議
で
は
、
採
決
の

２１
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。


